
様式１

頑張る地方応援プログラム

都道府県名 東京都 市町村名

プロジェクト名
新規・継続の

区分
新規

プロジェクトの
期間

平成20年度～24年度（以後も充実し
ながら継続）

政策分野の分類
（①～⑪）

住民への公表の
方法（ホームページ
アドレス等）

総事業費
（単位：千円）

（うちH20事業費）

9,418

9,418

3,000

3,000

4,000

4,000

16,418

16,418

ふだん着でCO2をへらそう事業

ふだん着でCO2

をへらそう宣言者
（団体）募集事業

エコひいきな街
づくり事業

生ごみ堆肥化事
業

市民・事業者・市民団体に対して、地球温暖化対策の取組みを行うよう広
く呼びかけるもの。取り組みを行う場合は、「宣言」を行い市に申請する。
また、危機意識の薄い市民・事業者に働きかけを行うため、各戸訪問等も
行っていく。

意識して地球温暖化対策の取り組みを行わなくても、住んでいるだけで
CO2削減に繋がる「環境配慮住宅」の建設を市民・事業者に対して広げて
いくもの。平成２０年度においては具体例を示すために市有地を販売する
中で、モデル街区を実現化させていく。

⑩環境保全プロジェクト

環境保全意識向上の入り口として、ごみの減量を市民に働きかけを行っ
ている。その中で減量が進まない「生ごみ」に対して、地域循環型の回
収・堆肥化の制度を構築し、協力家庭を募集していくもの。

総　　　計

その他特記事項

日野市

プロジェクトの
目的、概要及び
具体的な成果目
標

（目的、概要）
平成２０年度から京都議定書の第一約束期間がスタートし、具体的にCO2の排出削減が必要

になった。一方、日野市のCO2の排出量は増加を続けており、特に家庭・オフィス・自動車など
では３０％（1990年度比）を超える増加を見せている。こうした状況を改善し、CO2排出量を削減
するために、市民・事業者に対する働きかけを重点的に行う。今回の事業では、温暖化対策の
一歩目として、肩肘をはらず、ふだん着でもできる取り組みを市民・事業者に紹介し、取組みに
繋げようというもの。

（具体的な成果目標）
最終的な目標は、２０１２年度までに日野市におけるCO2排出量の６％削減（1990年度比：推

計値）である。
一方、宣言者（団体）募集事業では5ヵ年で日野市内の全世帯のうち、半数世帯による宣言を

目標としており、単年度における目標を以下のように設定している。
・７，０００世帯における宣言（３５，０００世帯（２０１２年度目標））
・５００事業所・団体における宣言（２，５００事業所・団体（２０１２年度目標））

日野市ホームページhttp://www.city.hino.lg.jp/index.cfm/6,33951,159,1639,html
市報、チラシ

プロジェクトを構成する具体の事業・施策

名称 事業概要


